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身近で安心　成年後見制度


　母が認知症になってしまいました―。

　相談を受けた成年後見利用支援センターの女性スタッフは「ご本人の銀行口座の管理や、福祉サービスを受けるために、成年後見制度を利用しませんか？」と優しく答えます。

　市では、成年後見相談を専門に担う、成年後見利用支援センターを9月15日に開所しました。

詳しくは次ページへ。
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　成年後見制度は、認知症や知的障がい・精神障がいなどによって、判断能力が欠けたり十分でなくなったりした場合に、サポートする制度です。その核となる、成年後見利用支援センターを9月15日、立野町の平塚栗原ホーム3階に開所しました。

問：福祉総務課　電話：0463-21-8779


市民が主役の後見活動


一歩踏み込んだ支援

　「自分が元気なうちに、多くの人の役に立ちたい」

　市民後見人養成講座を受講したきっかけを太田謙吾さん（次写真）は振り返ります。養成講座の1期生として研修を受け、この10月から市社会福祉協議会で実際の後見活動に参加します。

　市では、平成25年度から市民後見人養成講座を始めました。11日間の研修を受けた後に、後見支援員として社会福祉協議会で後見業務に1年以上携わります。その後、受講者の意向や適性などを基に裁判所から市民後見人として選ばれると、後見人としての活動が始まります。

　民生委員を9年務めた太田さん。近くに頼れる親族がおらず、保証人や契約のことなどで苦労する一人暮らしの高齢者の現状を目の当たりにしてきたそうです。「民生委員の立場では限界があります。一人暮らしの高齢者が認知症になるケースが増えていくと思うので、助けていきたい」と力を込めます。

　現在は親族のほか、弁護士や司法書士などの専門職が後見人となることが多いですが、高齢化による認知症患者の増加などで後見人を必要とする方は、今後ますます増えていきます。現在はまだ、裁判所が市民後見人を選ぶ事例は少ないですが、市民後見人の養成を進めることで、増える需要に対応できるようになります。地域に密着した市民後見人には、きめ細やかな後見活動が期待されています。

　市民後見人養成講座では、関係する法律の知識や裁判所での手続き方法など、幅広い分野を学びます。またテーマを設けたグループ討論もあり、さまざまな事例を基に参加者で対応方法を話し合って発表しました。

　後見を受ける方の世帯構成、年金の状況、親族の有無、認知症の程度などの情報を基に、後見人は何をすべきかを話し合います。「買い物はできるか」「アパートの契約更新はどうすればいいか」「施設を利用した方がいいのか」など、検討事項はたくさんあります。「グループでの討論や他グループの発表を聞いていると、自分では気付かなかったことに気付かされる場面もありました」と太田さんは話します。

　「養成講座を受けていく中で、後見人は責任が重過ぎると感じることもありました。でも新しくできたセンターを中心に、市民後見人への支援体制をしっかりしていけば安心だし、知人にも受講を勧めやすいです。そうすれば、もっと市民後見人養成講座を受講する人が増えるだろうし、世間の認識も深まっていくのではないでしょうか」
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市民後見人養成講座の受講者は、講師の話を聞き取りながら、素早くペンを走らせていました。



市民後見人を支える

　「市民後見人の養成が進んでいない自治体もあります。研修だけしか行わず、その後の支援体制がないと裁判所から後見人として選ばれません」と成年後見利用支援センターの社会福祉士、中田栄二さんは指摘します。

　市では、実際に市民後見人に選ばれた後も、継続的に研修を受けられる機会を提供していきます。後見活動中の困難な事例にも、相談できる体制を整えます。そうすることで、裁判所から市民後見人として選ばれやすくなるそうです。

　中田さんは市民後見人養成講座の講師も務めています。

　「受講している市民の皆さんがすごく熱心で、意欲が伝わってきました。また、その意欲に応えなくてはと強く感じました」
[image: 市民後見人養成講座の受講者に説明する中田さん]

市民後見人養成講座の受講者に説明する中田さん




成年後見制度


　判断能力が低下した高齢者や障がい者に対し、財産の管理や日常生活に関わる契約が適切にできるよう支援する制度です。本人に代わり、契約の締結などの法律行為ができるようになります。成年後見制度には、法定後見と任意後見があります（次表）。

●法定後見

　すでに判断能力が低下し始めている方が対象です。後見・保佐・補助の三つの区分があり、判断能力が全くない人は後見です。それよりも少し軽い状態だと保佐、本人に判断能力が多少あるようだと補助になります。判断能力の程度と誰を援助者にするのかは、裁判所が決めます。

●任意後見

　判断能力があるうちに任意後見人を決めます。将来的に判断能力が低下した場合に備えて、亡くなるまでのことをあらかじめ決めておきます。決めたことが法的に有効になるように、公証役場で任意後見契約書を作り、法務局に登記します。

　どちらの制度も、その人の立場に立ち、生活状況や心身の状況を加味しながら、支援していきます。その人らしく生きることを前提に、本人だったらどう考えるだろうかということを考えながら進めていきます。
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　後見人などを付ける場合は、4親等内の親族らが家庭裁判所に申し立てをします。一人暮らしの高齢者などで申立人がいない場合、市町村長が代わりに申し立てをします。

　審判の前には必要に応じて、家庭裁判所による事情の聞き取りや後見人候補者などの調査、医師による判断能力の鑑定があります。

　家庭裁判所から後見人が選ばれると、後見人による支援が受けられるようになります。



専門的な相談にも対応


土曜日も相談できます

　「土曜日の開所は、県内にある同様のセンターでは唯一です。仕事などで平日の相談が難しい方も、ぜひ利用してほしい」と中田さんは呼び掛けます。相談業務の基本は平日ですが2カ月に1回、土曜日にも開所します。センターの設置を検討した際に、ぜひ平日以外にもやるべきだという意見が挙がったそうです。初回は10月4日（土）午前9時～正午、午後1時～5時です（詳しくは下の記事をご覧ください）。

　相談を受ける際には「相手の立場に立って考えることを常に心掛けています。また、相手の権利や人権を尊重するという基本的なところがぶれないようにしています」と中田さんは話します。

　また中田さんは、センターの特徴を「弁護士の方がセンター長なので、複雑な相談や専門的な相談に対応できるようになります。また、普及活動では、工場や事業所に出向く、出張講座を企画しています。多くの人に成年後見制度を知ってもらいたいですね」と語ります。




パイプ役として

　中田さんは、普段の相談業務を「さまざまな福祉や医療サービスをつなぐ、パイプ役」と説明します。

　成年後見を利用するだけで、判断能力が低下した方の生活が万全になる訳ではありません。日常生活を支えるための基本的なサービスは、福祉施設や医療機関が提供しています。

　「成年後見の相談を受けた場合は、関係機関と連携しながら調整を進めていきます。判断能力が低下した方を、総合的にサポートしていくためのきっかけが成年後見です」と中田さんは話します。

　「市民の皆さんに喜ばれるようなセンターにしていきたいですね。運営がうまくいくことで、平塚市の運営方法を、他市町村にも波及させたいと思います。被後見人の権利が守られる世の中になるよう、仕事をしていきたいです」



申立件数は約4倍に


　成年後見制度がスタートした平成12年度と平成25年を比べると、申立件数は全国で9,007件から3万4,548件に大きく増えました（次図）。また、成年後見を必要とする本人と申立人の関係は、親族が96.2パーセントから73 .6パーセントに減った一方、親族以外の第三者の割合が増えています。

　成年後見人と被後見人（本人）の関係も親族による後見が減り、弁護士や市民後見人などの第三者が平成12年度の9.1パーセントから平成25年の57.8㌫と大幅に増えています。

　市内でも、第三者からの申し立ての一つ、市長申し立ての件数が増えています。平成13年度は1件でしたが、平成25年度には11件となり、同年度までの13年間で86件の市長申し立てをしました。　このように成年後見制度には、親族以外の第三者の協力が必要となってきています。
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地域でつなぐ助け合いの拠点がスタート


支援体制が現実に

「成年後見に対する自治体の意識が高まっています」と話すのは、弁護士の町川智康さん（次写真）。「市成年後見制度利用支援あり方検討会」の座長を務め、センターの準備段階から関わってきました。

　「平塚に成年後見センターを設立するなんて、そんな大きな事業が本当にできるのか疑問でした」と当時を振り返る町川さん。「何度も検討を重ねていく中で、市や社会福祉協議会の職員が、平塚に成年後見を広げようと努力する姿を見てきました。それが、センターの設立に結びつき、本当に感慨深いですね」とほほ笑みます。

　「市民後見人の育成などの福祉行政は、県西部では平塚市が先進的に取り組んでいます。平塚市の取り組みがモデルケースとなり、周辺の自治体にも広がってほしい」と町川さんは期待します。

　「多くの市民後見人が活躍し、助け合いの輪が広がっていくといいですね。そうすることで地域で助け合う気持ちが、さらに強くなるのではないでしょうか」
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ネットワークの拠点に

　「センター長の依頼を受けたときは、大変重要な役割をいただいたなと恐縮してしまいました」と弁護士の髙梨陽輝（たかなしきよてる）さん（次写真）は話します。「成年後見に関しては、自治体を中心に多くの事例を見てきました。行政の職員がどのように取り組んでいるかを見たり、いろいろな方の話を聞いたりして、今までの経験を生かせる場所だという思いから、引き受けました」と就任の動機を語ります。

　「市民の皆さんは、課題や問題を抱えながら日々生活しているので、そういった悩みを気軽に相談できる身近な組織にしていきたいですね。介護やさまざまな支援の問題は、1人で抱えていくと大きな不安や負担となります。皆さんとネットワークをつくり、力を合わせて地域全体で支えていきたいです」
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成年後見利用支援センター


立野町31-20（平塚栗原ホーム3階）

電話：0463-35-6175（相談専用） FAX：63ー3377

　市から委託を受けた市社会福祉協議会が運営します。相談は社会福祉士の資格がある職員らが対応します。

①成年後見制度の相談

　平日午前9時～正午、午後1時～5時。本年度は、10月4日・12月6日・平成27年2月7日の土曜日にも相談ができます。

　また月1回、弁護士による「専門相談」も実施します。

②成年後見制度の講座

　普及啓発のため、出張講座を地域や企業などで開催します。

③市民後見人の養成や支援など

　新たに市民後見人を養成するほか、活動中の後見人を支援します。

[image: 成年後見利用支援センター]




応募方法



■募：応募方法（応募が必要です）　問：問い合わせ


■必要事項とある場合、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、9月22日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールの応募の場合　@以下にcity.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。
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募集


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


湘南平展望レストランの経営者


　湘南平（万田790）にあるレストランの経営や清掃などをします。平成27年4月1日から5年間。月額6万6000円。

　詳しくは、本館6階のみどり公園・水辺課や市ウェブにある募集要項をご覧ください。

募：市ウェブなどにある提出書類を、直接、10月1日（水）～17日（金）正午に、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。



市民病院　医療技術職員


　①薬剤師2人②作業療法士1人③診療放射線技師1人④臨床工学技士1人⑤臨床検査技師1人。

　試験は10月18日（土）。採用は平成27年4月1日以降。

　詳しくは、市民病院ウェブをご覧ください。

募：病院総務課　電話：0463-32-0015



地方卸売市場の運営審議会の公募委員


　2人（選考）。任期は12月1日から2年間。

　次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②平成26年12月1日現在、20～75歳③平日に開催する審議会に出席できる④他の付属機関などの委員ではない⑤以前に同委員になったことがない。

募：〒254-0803千石河岸28-11農水産課　電話：0463-21-2066や市ウェブにある申込書に、応募動機（800字程度）を添えて、郵送または直接、10月20日（月）までに、同課へ。



女性防災コミュニティー講座


　実践的な研修で、防災力を高めます。

　10月14日～11月11日の火曜日、全5回、10月14日・28日、11月4日は午前10時～正午。10月21日、11月11日は午前9時～正午。本館3階302会議室など。市内在住の女性20人（抽選）。

募：必要事項・講座名を、電話・はがき・ファクス・メールまたは直接、9月30日（火）までに、本館3階の災害対策課　電話：0463-21-9734　FAX：21-1525　メール：saigai@へ。



秋の特設相談会


　各専門家に相談できます。② は予約が必要です（先着順）。①は午後1時30分～4時②③⑤は午後1時～4時④は午前10時～午後4時。

①裁判所調停委員　遺産相続や金銭貸借など。10月3日（金）。市民活動センター。

②公証人　遺言や離婚など。6日（月）。本館5階相談室。

③行政書士　相続や成年後見など。7日（火）。本館1階多目的スペース。

④社会保険労務士　年金や社会保険など。14日（火）。本館1階多目的スペース。

⑤行政相談委員・人権擁護委員　国への要望や意見など。21日（火）。本館3階303会議室。

募：②は電話または直接、市民情報・相談課　電話：0463-21-8764へ。



成人式ミス・ミスターコンテストとモザイクアート


　平成6年4月2日～7年4月1日生まれで、市内在住または市内に住んだことがある方。写真は返却しません。

①ミス・ミスターコンテストの出場者　自薦・他薦は問いません。

②モザイクアートの素材写真　幼いころと現在の写真を掲載。可能であれば、現在の写真は、昔と今の夢を書いた画用紙大の紙を持って撮影。

募：氏名・電話番号（①は出身中学校・住所・自己PRも）に、写真（①はウェブ掲載用の顔写真）を添えて、郵送・メールで、①は10月17日（金）②は31日（金）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　メール：seishonen@へ。件名を①は「成人式ミスコン出場希望」②は「成人式モザイクアート」に。



国際理解を深めるつどい


　インドネシアのごみ事情などを紹介します。

　10月2日（木）午後2時～3時45分。美術館。30人（先着順）。

募：必要事項を、電話・ファクス・メールで、文化・交流課　電話：0463-25-2520　FAX：24-3666　メール：koryu@へ。



講座　楽しい居場所と出番のつかみ方


　地域の中で自分に合った居場所を見つけるためのシニア向けセミナーです。

　11月1日・15日の土曜日、全2回、午後1時30分～4時。中央公民館。30人（抽選・市内在住の方を優先）。300円。

募：必要事項・講座名を、はがきまたは直接、10月15日（水）までに、〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。



馬入水辺の楽校（がっこう）　秋祭り


　10月11日（土）・12日（日）、午前9時30分～午後3時30分。雨天中止。馬入水辺の楽校。抽選。小学生は保護者同伴。

カヤネズミの生息地を守ろう　11日午前9時30分～10時30分。50人。

バッタ飛ばし大会　11日午前10時30分～午後0時30分。30人。200円。

自然の中で音遊び　12日午前10時～正午・午後1時～3時。各20人。1000円。

　草笛教室、縄跳び、野外展示などもあります。

募：必要事項・年齢・メールアドレスを、往復はがきで、9月26日（金）までに、みどり公園・水辺課　電話：0463-21-9852へ。



おやこで運動あそび


　玉入れや簡単な体操などをします。

　10月12日（日）午前10時30分～11時30分。西部福祉会館（公所868）。市内在住の歩ける1・2歳児と保護者20組（先着順）。飲み物。

募：電話または直接、9月19日（金）午前9時から、西部福祉会館　電話：0463-50-5525へ。



美術館ワークショップ


　抽選。美術館。

①デッサン教室　所蔵彫刻作品を描いてみよう　10月26日（日）午前10時～午後4時。中学生・高校生16人。

②光る泥団子　10月18日（土）午前の部、午前10時～午後0時30分。午後の部、午後2時～4時30分。小・中学生、各20人。1000円。

募：講座名・実施日（②は午前または午後も）・必要事項・年齢・ファクス番号・メールアドレス②は泥団子の色（青・緑・ピンク・黄・紫）を、はがき・ファクス・メールで、①は9月18日（木）～10月9日（木）②は10月2日（木）までに、〒254-0073西八幡1-3-3美術館　電話：0463-35-2111　FAX：35-2741　メール：art-muse@へ。メールは件名を「ワークショップ応募」に。



森の収穫祭


　竹を利用したバウムクーヘンづくりやサツマイモ掘りを体験します。

　10月18日（土）午前9時45分～午後2時。雨天の場合は19日（日）に延期。びわ青少年の家（土屋2710-1）。市内在住・在学の小・中学生と保護者30人（抽選）。500円、小学生200円。

募：電話で、9月19日（金）～28日（日）に、びわ青少年の家　電話：0463-59-0871へ。



ワークショップ　ディズニーをみんなで歌おう


　12月7日（日）に市民センターで開催するクリスマスコンサート「サンタクロースの贈り物」に出演しませんか。

　練習は10月5日（日）～12月6日（土）、全11回、午前9時30分～正午。青少年会館など。一般20人、小・中学生・高校生30人（先着順）。2000円。

募：電話で、9月19日（金）午前10時から、まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237へ。



再生家具を提供します


　再利用可能な家具を修理・提供しています。

　50個程度（抽選）。1人1点。修理費程度を負担。

募：10月1日（水）～7日（火）、午前9時～午後4時（7日は正午まで）に、四之宮7-3-5リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301で現物を確認し、申込書を直接、同プラザへ。



就職に役立つパソコン講座


　10月21日（火）～23日（木）、全3回。午前9時30分～午後5時。勤労会館。市内または近隣市町村に在住で、就労を希望する15～39歳の方15人（先着順）。

募：電話で、県西部地域若者サポートステーション　電話：0465-32-4115へ。



少年少女ロボットセミナー


　オリジナルのロボットを作り、デザインコンテストや競技会などをします。

　10月18日（土）午前10時～午後5時、25日（土）午前10時30分～午後4時。18日は平塚商工会議所（松風町2- 10）。25日はひらつかサン・ライフアリーナ。小学校4年生～中学校2年生60人（抽選）。3000円。

募：必要事項・性別・生年月日・学校名・学年・保護者の氏名・メールアドレス・本セミナーを知った理由・参加経験の有無を、電話・メールで、9月24日（水）までに、芝浦工業大学地域連携・生涯学習センター　電話：03-5859-7123　メール：robot@ow.shibaura-it.ac.jpへ。同大学のウェブからも応募できます。



命について考えよう


　自殺対策の講演会やシンポジウムです。先着順。

　9月28日（日）午後1時30分～4時30分。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。200人。

相談会　午前9時30分～午後0時30分。中央公民館。17人。

募：氏名・電話番号・ファクス番号を、電話・ファクスで、県精神保健福祉センター相談課　電話：045-821-8822　FAX：045-821-1711へ。



男子婚活セミナー


　「おもてなし力」をテーマに婚活イベントで実践できるノウハウを学びます。

　10月19日（日）午後2時～4時。平塚商工会議所（松風町2-10）。独身の男性20人（先着順）。5000円。

募：湘南ウエディングサポート　電話：0463-68-4002のウェブから応募してください。




ひらつかビジョン　市役所新庁舎を紹介


　1期工事が終わり、7月に開庁した市役所新庁舎。地球環境に配慮した設備や防災機能などを東海大学の学生がリポートします（次写真）。

　湘南ケーブルネットワーク湘南チャンネル。毎週土曜日、午後7時30分～7時45分。毎週日曜日、午後1時45分～2時。YouTubeでも視聴できます。

問：秘書広報課　電話：0463-21-8761


[image: ひらつかビジョン　市役所新庁舎を紹介]



9月28日（日）駅南口でイベントを同時開催


①ひらつか市民活動センターまつり（次写真）　市民活動団体の発表や展示、バザーなど。午前10時～午後3時30分。市民活動センター。



②みんなの消費生活展　暮らしに役立つ知恵や情報を紹介します。午前10時～午後3時30分。市民活動センター。

③村井弦斎まつり　料理教室や尺八演奏、写真・著書の展示など。午前10時～午後3時。小雨決行。村井弦斎公園（八重咲町22-5）。



問：①は市民活動センター　電話：0463-21-7517 ②は市民情報・相談課　電話：0463-20-5775 ③は社会教育課　電話：0463-35-8124


[image: 9月28日（日）駅南口でイベントを同時開催]



[image: ファームフェスタを楽しもう]


　畜産共進会で、乳牛の品評会やバター作り体験、牛乳（先着800パック）・園芸用堆肥（先着300袋）の無料配布などをします。

　9月30日（火）午前10時～午後3時。雨天決行。浅間緑地（追分2−7）。

問：農水産課　電話：0463-35-8103


[image: ファームフェスタを楽しもう]

乳搾りの疑似体験ができます


お知らせ


市風致地区条例を施行


　風致地区とは、都市の中の自然環境を維持するために緑豊かな環境を保持している区域などを対象に、都市計画で定められた地区です。

　10月1日（水）から、神奈川県風致地区条例から平塚市風致地区条例に変わります。

　市条例は、市ウェブでご確認ください。

問：まちづくり政策課　電話：0463-21-8781



平和を祈念する集い


　戦争犠牲者を追悼し、平和を祈念します。

　10月17日（金）午前10時30分～11時30分。雨天決行。八幡山公園の平和慰霊塔前。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9862



見直そう　飼い主のマナー


　9月20日（土）～26日（金）は動物愛護週間です。

　①飼い犬が散歩中にふんをした時は、必ず持ち帰る②散歩させる時はリードを付ける③ほえる声も近所迷惑になるので、日頃からしつける④年に1回、狂犬病予防注射を受ける⑤猫を飼う場合は室内で飼うように努める、など。

問：環境政策課　電話：0463-21-9762

[image: 見直そう　飼い主のマナー]
散歩中もマナーを守りましょう




湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操をします。厚木市民朝市から交流として、数店舗が出店します。

　9月21日（日）午前7時～8時。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758・当日の午前6時～8時30分は開催本部　電話：090-3215-0106へ。



協働事業の公開プレゼンテーション


　平成27年度の協働事業を発表します。行政提案型協働事業3件と、市民提案型協働事業2件の合計5件です。

　10月4日（土）午後1時30分～4時。市民活動センター。

問：協働推進課　電話：0463-21-7534



市民体育レクリエーション地区大会


　スポーツなどで健康の増進を図り、地域の交流を深めます。9月・10月の日曜日を中心に26会場で開催します。

　詳しくは、各地区の公民館にお問い合わせください。

問：中央公民館　電話：0463-34-2111



あそびの森


　大型迷路やおもちゃの修理などのコーナーがあります。

　9月26日（金）午前10時～午後2時。ひらつかサン・ライフアリーナ。0歳～未就園児と保護者。靴を入れる袋。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



合唱でつづる平塚チャリティーコンサート


　10月12日（日）午後2時。市民センター。1000円。大学生以下500円。

　チケットは市民センターなどで販売します。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237



児童用自転車ヘルメットの購入費用を助成


　消費生活用製品の安全性を保証するSGマークが付いた新品の幼児・児童用自転車ヘルメットを購入すると助成金が出ます。

　1人1個、1000円まで。10月1日（水）～平成27年1月31日（土）。市内在住で、購入時に13歳未満の幼児・児童の保護者。

　身分証をご持参の上、事業協力店にある申請書を、店に提出してください。

　詳しくは、まちづくり財団総務施設課へお問い合わせください。

問：まちづくり財団総務施設課　電話：0463-35-8108



法務局休日相談所を開設


　法務局の職員らが、土地や建物の登記手続きなどの相談を受けます。

　10月5日（日）午前10時～午後4時、受け付けは午後3時まで。横浜地方法務局西湘二宮支局（二宮町二宮1240-1）。

問：横浜地方法務局西湘二宮支局　電話：0463-70-1102




[image: 湘南百番寄席　三遊亭圓歌・歌る多　親子会]


　落語家の三遊亭圓歌さん（次写真右）と三遊亭歌る多さんが落語を演じます。

　11月29日（土）午後5時開場。平塚ラスカ6階ラスカホール（宝町1-1）。全席自由。前売り券3000円・当日券3500円。

　チケットは9月28日（日）午前10時から、市民センターなどで販売します。電話予約はまちづくり財団文化事業課へ。

問：まちづくり財団文化事業課　電話：0463-32-2237
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健康と福祉


応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


小学校入学前の健康診断


　平成27年4月に市内の小学校に入学する子どもを対象に、健康診断をします。該当する子どもがいる世帯には、9月下旬～10月上旬に、通知書を送ります。

　通知書が届かない場合や外国籍の方で入学を希望する場合は、教育総務課にお問い合わせください。

問：教育総務課　電話：0463-35-8118



口腔（こうくう）機能の低下と予防


　歯科医師が、口の機能を維持・向上するための秘訣（ひけつ）を話します。

　10月9日（木）午後1時30分～3時30分。本館3階304会議室。市内在住でおおむね65歳以上の方50人（先着順）。筆記用具・手鏡。

募：電話で、高齢福祉課　電話：0463-21-9621へ。



転倒骨折予防教室


　市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方、各20人（先着順）。室内用運動靴・飲み物・タオル。動きやすい服装でお越しください。定員に満たない場合は中止します。全7回。

　①10月20日～12月22日の月曜日、午前10時～11時30分。崇善公民館（見附町30-2）②10月22日～12月3日の水曜日、午後2時～3時30分。大神公民館（大神2391-1）③10月23日～12月18日の木曜日、午前10時～11時30分。豊田公民館（南豊田366-1）。

募：電話で、9月22日（月）午前10時から、①はスポーツインテリジェンス　電話：0465-63-2261②は湘南ベルマーレスポーツクラブ　電話：0463-73-8182③は藤沢YMCA　電話：0466-26-1151へ。



町内福祉村の活動を紹介


　町内福祉村は、地域に住んでいる方が中心となった、地域福祉の拠点です。各地区の福祉村の活動紹介やサロン活動などで作った手芸品などを展示します。

　9月29日（月）～10月3日（金）、午前8時30分～午後5時15分。9月29日は午前10時から、10月3日は午後4時まで。本館1階多目的スペース。

問：福祉総務課　電話：0463-21-9848



目の愛護デー


　緑内障をテーマとした講座や目の健康相談をします。

　10月5日（日）午後1時～4時。平塚プレジール（八重咲町3-8）。

問：平塚市医師会　電話：0463-52-0355



健康ウオーキング


　茅ケ崎市の柳島しおさい広場まで歩きます。

　10月16日（木）午前9時15分～午後0時30分。当日午前7時ごろの横浜の降水確率が50パーセント以上の場合は17日（金）に延期。17日も50パーセント以上の場合は中止。湘南海岸公園（高浜台34-1）集合・解散。約7キロメートル。飲み物・タオル・帽子・雨具。お持ちの方は歩数計。

問：健康課　電話：0463-55-2111



障がい者就職面接会


　企業の人事担当者と面接をします。

　10月10日（金）午後1時～4時。トッケイセキュリティ平塚総合体育館。履歴書・障がい者手帳のコピー（各複数枚）・障がい者手帳。

募：直接、9月30日（火）までに、松風町2-7平塚公共職業安定所　電話：0463-24-8609へ。



ノルディックウオーキング教室


　ポールを使ったウオーキングをしませんか。

　10月4日（土）午前10時～正午。雨天の場合は12日（日）に延期します。西部福祉会館（公所868）。市内在住で、3～4キロメートル歩くことができる60歳以上の方15人（先着順）。飲み物・タオル・運動靴。

募：電話または直接、9月22日（月）午前9時から、西部福祉会館　電話：0463-50-5525へ。



腹囲マイナス教室


　10月14日～12月9日の火曜日、全6回、午前10時～11時30分。保健センター。市内在住・在勤で、医師から運動制限を受けていない方25人（先着順・全て参加できる方を優先）。1000円。室内用運動靴・飲み物・タオル。動きやすい服装でお越しください。

問：健康課　電話：0463-55-2111



元気応援ポイントに参加しませんか


　市内の介護保険施設などで高齢者の話し相手や趣味を生かす活動をするとポイントが付き、平塚の名産品や交付金などに交換できます。

説明会　9月30日（火）午前10時～11時30分。西部福祉会館（公所868）。65歳以上の方。

問：福祉会館　電話：0463-33-0007



くすの木体操教室


　10月3日（金）午後1時30分～3時。富士見公民館（中里11-21）。飲み物・汗ふきタオル・バスタオル・室内用運動靴。

問：健康課　電話：0463-55-2111



認知症サポーター養成講座


　認知症への知識と対応方法を学びます。

　10月24日（金）午後1時30分～3時。旭南公民館（山下1096-1）。市内在住・在勤の方40人（先着順）。筆記用具。

募：電話で、高齢者よろず相談センターあさひ　電話：0463-31-4932へ。



クッキング教室


　かみやすい・飲み込みやすいなど、工夫した料理を作ってみませんか。定員に満たない場合は中止します。

　10月31日（金）午前10時～午後1時。中央公民館。市内在住・在勤で、高齢者を介護している方ら20人（先着順）。エプロン・三角巾・布巾・筆記用具。300円。

募：電話で、県栄養士会・地域活動部会菜の花会　電話：0463-61-4265へ。




水ぼうそうと高齢者　肺炎球菌の予防接種


　10月1日（水）から、水ぼうそうと高齢者肺炎球菌のワクチンが、定期予防接種に導入されます。実施医療機関は市ウェブでご確認ください。

水ぼうそう

　1・2歳（3カ月以上の間隔をあけて2回）。3・4歳（1回・平成26年度だけ対象）。すでに水ぼうそうにかかったことがある方は対象外。母子健康手帳・健康保険証。

高齢者肺炎球菌

　次の方が対象です。①4月1日～平成27年3月31日に、65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100歳になる②平成26年3月31日現在で、100歳以上③60歳～64歳で、心臓や腎臓、呼吸器に障がい、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障がいで日常生活が極度に制限される方（障がい者手帳1級程度）。すでに23価肺炎球菌ワクチンの接種を受けた方は対象外。接種期間は10月1日（水）～平成27年3月31日（火）。3,000円。健康保険証。市民税非課税世帯や生活保護を受給している方らは無料。証明するものをご持参ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111　




[image: 子どもの健康10月]


　会場は保健センターです。母子健康手帳をお持ちください。詳細は、市ウェブをご覧ください。

問：健康課　電話：0463-55-2111




◆母親父親教室

　妊娠8カ月以降の方とその家族。

★妊娠中の過ごし方や栄養、歯の衛生など　6日（月）午後1時30分～3時30分。妊婦とその家族。

★お産の進み方と産後の過ごし方、呼吸法など　24日（金）午後1時30分～3時15分。妊娠8カ月以降の方とその家族。

★プレママ＆パパ　クッキング教室（予約制）　4日（土）午前10時30分～午後0時30分。妊婦とその家族。




◆乳児の個別健康診査

　実施医療機関へ直接お申し込みください。4カ月児・8～10カ月児。実施医療機関の一覧表は、市ウェブまたは保健センターにあります。




◆歯科健康診査（予約制）

　8日（水）午後1時～2時30分。23日（木）午前9時～10時30分。2歳1カ月児～2歳6カ月児。




◆歯っぴい　はみがき教室（予約制）

　7日（火）午前10時～11時。8カ月児～12カ月児。歯みがき準備期編。




◆すくすく子育て教室（予約制）

　15日（水）午後1時30分～3時15分。5～6カ月児。




◆育児相談

　身体測定や食事などの相談。1日、8日、15日の水曜日。午前9時30分～10時30分。




◆離乳食教室（予約制）

　離乳食の進め方など成長に合わせたコースです。

★5～6カ月児　17日（金）午後1時30分～2時40分。

★7～8カ月児　10日・31日の金曜日。午後1時30分～3時。

★9カ月児～1歳6カ月児　29日（水）午前10時30分～11時30分。



スポーツ

応募方法の詳細は「応募方法」ページへ


トリムバレーボール大会


　11月16日（日）午前9時15分開始。ひらつかサン・ライフアリーナ。中学生以下を除く、市内在住の方で編成するチーム。各地区体育振興協会で1チーム（各地区に居住する男性6人以内、女性8人以内、合計12人）。

組み合わせ抽選会　11月4日（火）午後7時。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。

募：各地区体育振興会にある申込書を、直接、10月10日（金）までに、大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060へ。



女性バレーボール大会


　10月16日（木）午前9時30分。ひらつかサン・ライフアリーナ。市内在住の30歳以上の女性、または既婚の女性7～12人で編成するチーム。個人の申し込みもできます。

代表者会議　10月9日（木）午前10時30分。バッティングパレス相石スタジアムひらつか。

募：〒254-0074大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@や市ウェブにある申込書を、郵送・ファクス・メールまたは直接、10月2日（木）までに、同課へ。



ドッジビー教室


　ドッジボールのルールで柔らかいフライングディスクを使って遊ぶスポーツです。

　10月18日・25日の土曜日、全2回、午前10時～正午。青少年会館。市内在住の小学校3～6年生20人（抽選・初めての方を優先）。室内用運動靴・タオル・飲み物。動きやすい服装でお越しください。

募：必要事項・学年・教室名・参加経験の有無を、はがき・ファクス・メールまたは直接、10月5日（日）までに、〒254-0041浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。



首都大学野球リーグ戦


　バッティングパレス相石スタジアムひらつか。当日券のみ販売。大人1000円、大学生・高校生・中学生500円。小学生以下は無料。

　9月27日（土）。午前10時30分から、東海大-筑波大。午後1時から、獨協大-桜美林大。28日（日）。午前10時30分から、桜美林大-獨協大。午後1時から、筑波大-東海大。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233



フォークダンス初心者講習会


　10月3日～11月28日の金曜日、全8回、午後1時30分～3時30分。金田公民館（入野108-1）。日程の半分以上に出席できる、20歳以上の方。室内用運動靴。動きやすい服装でお越しください。

募：必要事項・年齢を、郵送・ファクス・メールで、9月26日（金）までに、〒254-0074大原1-1スポーツ課　電話：0463-31-3060　FAX：31-9640　メール：sports@へ。



スポーツ大会出場者を支援します


　生涯にわたってスポーツ活動が持続できるように、スポーツ大会（国際・全国・関東）に出場し、優秀な成績を収めた個人または団体を支援します。対象となる方は申請が必要です。

　詳しくは、まちづくり財団ウェブをご覧ください。

問：まちづくり財団スポーツ事業課　電話：0463-35-0102




[image: 平塚競輪スイーツ女子会]


　チーズタルトやマカロン、シフォンケーキなどのスイーツを味わいながら競輪を楽しみませんか。バンクの中から観戦できたり、初心者教室を開催したりします。選手との握手会や写真撮影会もあります。

　10月13日（祝）午後2時～5時30分。平塚競輪場（久領堤5-1）。20歳以上の女性20人（抽選）。

募：必要事項・年齢を、メール・ファクスで、10月5日（日）までに、平塚競輪場　電話：0463-21-3935　FAX：21-3934　メール：jigyo@へ。競輪場ウェブからも応募できます。

[image: 平塚競輪スイーツ女子会]



お知らせ掲示板



法の日　無料法律相談会

　相続・売買などの不動産登記手続きや会社登記手続き、成年後見制度などを司法書士に相談できます。

　10月18日（土）午前10時～午後3時。市民活動センター。

問：神奈川県司法書士会小田原支部の武藤　電話：0463-25-5539




講演会　『銀の匙（さじ）』の中勘助と「しづかな流」

　『銀の匙』などで知られる作家・中勘助が、平塚に居を構えてから今年で90年。それを記念し、講演などをします。

　9月20日（土）午後2時～4時30分。中央図書館ホール。300円。

問：中勘助を知る会の飯尾　電話：0463-31-4691




パンの花ルナフローラ作品展

　すみれ会、カトレア会の創作粘土の合同作品展です。オリジナルの吊り飾りが多数あります。

　10月2日（木）～7日（火）午前10時～午後6時（7日は午後3時まで）。市民プラザ。

問：平山　電話：0463-32-9371




大人のための心をつなぐ紙芝居の世界

　芸術作品としての質の高い紙芝居を「心をつなぐ紙芝居の会」などが贈る紙芝居ライブです。

　9月25日（木）午後1時～4時30分（午後0時30分開場）。旧横浜ゴム平塚製造所記念館。1000円。

問：心をつなぐ紙芝居の会の本多　電話：0463-59-0251




[image: まちの話題写真リポート]



平和への願い

　8月16日に総合公園の大池周辺で、市民平和の夕べがありました。

　高校生のコーラスや平和アニメの上映などのほか、平和への願いを込めた灯ろうを市民らが流しました。約630個の灯ろうが浮かんだ大池周辺は、幻想的な雰囲気に包まれました。

[image: 平和への願い]




今年も大相撲が平塚に

　大相撲高砂部屋の夏合宿が、8月22日～24日に総合公園相撲場でありました。朝8時からの稽古にもかかわらず、多くの人が訪れ、豪快な技が決まると、大きな歓声が上がりました。

[image: 今年も大相撲が平塚に]




平塚の夜空に咲く大輪の花

　8月22日に、相模川の河口で湘南ひらつか花火大会がありました。だるまの形をした花火など、約3000発の花火を打ち上げました。今回は初めての試みとして、音楽に合わせた花火「ハナビリュージョン」を実施しました。

　見物に訪れた人たちは、ひとときの間、色とりどりの大きな花火に見入っていました

[image: 平塚の夜空に咲く大輪の花]




静かで、熱い。盲学校野球大会

「来ーい来い来い！」

　大原の平塚中等教育学校のグラウンドに響くキャッチャーの声。8月21日・22日の全国盲学校野球大会に、平塚盲学校など県内の盲学校3校でつくる、神奈川選抜チームが出場しました。

　全盲のピッチャーがハンドボールのボールを転がし、全盲や弱視のバッターはボールが転がる音を頼りにバットを振ります。選手は音を頼りに動くので、観客は声援などプレーに関係のない音を出してはいけません。「静かな甲子園」とも称されています。途中、飛行機の音が大きく響いたために、試合が中断する一幕もありました。

　全国から集まった9チームが熱戦を繰り広げ、神奈川選抜チームは4位となりました。

[image: 静かで、熱い。盲学校野球大会]
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環境フェアで自由研究

　8月7日～12日、市民プラザでひらつか環境フェア2014が開かれました。

　廃油を使ったエコキャンドルづくりをはじめ、環境について楽しく学べる体験教室が盛りだくさんのイベントです。夏休み中の小学生とその家族が多く訪れた会場は、活気にあふれていました。

[image: 環境フェアで自由研究]




熱戦に沸くスタジアム

　J2首位を走る湘南ベルマーレは8月24日、Shonan BMWスタジアム平塚でジュビロ磐田と対戦。平塚市民デーとして開催された試合には、今シーズン最多の1万4,155人が訪れ、熱い声援を送りました。

　試合は先制点を許しましたが、ウェリントン選手が得点し、1-1で引き分けました。

[image: 熱戦に沸くスタジアム]




市長こらむ


英語教育を充実


　6年後に迫った東京オリンピック・パラリンピックなどを見据え、グローバル社会に対応した教育の重要性が高まっています。本市では、本年度から中学校1・2年生への英検4級検定料の補助を始めました。また、小学校1・2年生への外国人英語指導者（AET）訪問回数を、1クラス当たり年間2回から3回に増やしました。

　AET学校訪問の目的は、英語への興味・関心を高め、英語や外国の生活・文化に親しむ姿勢を育成するこ